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愛媛県新居浜警察署協議会会議録 

（平成30年度第３回） 

 

日

時 
平成31年２月４日（月曜日）午後４時00分～午後５時15分 

出
席
者 

１ 警察署協議会側 

会長以下12人 

２ 警察署側 

  副署長以下11人 

議 
 

事 
 

概 
 

要 

１ 会長挨拶 

  本日は協議会委員12人全員が参加しての開催となりました。 

  今年は、協議会委員になって６年、会長として２年となり、その間、今

まで経験することができなかった様々な事を経験させていただきました。 

  警察学校の卒業式や観閲式など色々な行事に参加させていただくこと

で、警察の活動を十分に理解でき、我々の安心・安全のために尽力してい

ただいていることを痛感いたしました。 

  本日が私の任期最後の会議となります。警察幹部の皆さん方には大変お

世話になりましたが、これからもますます御活躍されることを願います。 

  本日は、「平成31年の新居浜警察署運営目標」について諮問を頂いており

ます。闊達な意見をお願いいたします。 

皆様方の御健康と御多幸を祈念しまして挨拶とさせていただきます。 

 

２ 副署長挨拶 

副署長の農中でございます。 

  皆様には、御多忙のところ協議会に御参会いただきましたこと、平素か

ら警察行政各般にわたり格別の御理解、御協力を賜っておりますことに対

しまして、心から御礼申し上げます。 

  さて、県内の治安情勢ですが、昨年を振り返りますと、治安指標の一つ

である刑法犯罪の認知件数は、年間8,626件と前年比で581件（約6.3％）減

少し、15年連続で戦後最少を更新しました。 

  管内においても認知件数は総じて減少の傾向にあり、東予屈指の工都・

新居浜を管轄する警察署として、犯罪抑止の面で一定の成果を上げること

ができたと考えております。 
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議 
 

事 
 

概 
 

要 

  次に県内の交通事故状況に目を転じますと、事故全体の発生数は3,487件

と、前年比でマイナス610件、約15％減少しました。事故死者数も昨年より

19人少ない59人となりましたが、「アンダー50」を達成することはできませ

んでした。 

  この点については、当署管内におきましても、特に10月から11月にかけ

て死亡事故が相次いだことにより、年間の交通事故死者数は５人に達して

しまいました。そうした中、粘り強く様々な対策を行い、昨年11月21日を

最後に今日まで、管内での死亡事故発生を抑え込んでおります。 

  しかしながらその一方で、年明けの１月10日には、市内高木町において

殺人事件が発生しました。幸い犯人を早期に検挙することができ、現在も

所要の捜査を継続しているところであります。 

  また、架空請求による特殊詐欺被害も発生しているほか、ストーカーや

ＤＶなど身近な犯罪への対処など、今年も対応を強化すべき治安事象は山

積しております。 

  新居浜警察署といたしましては、こうした諸課題に的確に対処し、市民

の皆様の安全安心を確保するため、後ほど説明させていただく署の運営目

標に基づき、署員一丸となって業務にまい進していく所存でありますの

で、委員の皆様にはこれまで同様、業務に対する御支援と御協力のほどを

よろしくお願い申し上げます。 

  終わりになりましたが、皆様には本日も忌たんのない御意見をいただき

ますようお願い申し上げて、簡単ではございますが私の挨拶とさせていた

だきます。 

 

３ 事務局報告 

  警務課長から以下の２点について報告した。 

 ⑴ 昨年12月に開催された平成30年警察署協議会代表者会議の概要 

 ⑵ 前回第２回協議会の諮問事項「サイバー犯罪対策」に対する協議会答

申が、サイバー犯罪対策研修会の開催や高齢者、高校生への注意喚起強

化対策の形で反映された状況 

 

４ 業務推進結果、業務推進計画の説明 

  平成30年10月から平成31年１月までの業務推進結果、平成31年２月から

平成31年５月までの業務推進計画について各課長が報告、説明した。 
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５ 諮問及び答申 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 質疑応答、意見要望等 

 【委員】 

  G20松山労働雇用大臣会合のような国際会議が過去に愛媛で開催されたこ

とがあるか。 

 【警備課長等】 

  過去に例はなく、初めての国際会議であるため、危険物対策などの事前

対策を徹底して行い、警備の万全を期することとしている。  

【委員】 

  大規模災害発生時には、警察無線と消防無線をリンクさせるべきでない

か。 

 【警備課長等】 

  防災無線なら、警察、消防問わず通話が可能であるが、署には１台しか

ないのが現状である。リンクについては法的な縛りもあり現時点では難し

い。なお、災害発生時には、市が設置する災害警備本部に、警察官を派遣

することで、市、消防との連携を図っている。 

 

７ その他 

  会議に先立ち、委員有志により警察学校と県警察本部通信指令課の見学

を行った。 

諮問 答申 

「平成31年の新

居浜警察署運営

目標」について 

目標に全てが網羅されている。これに基づい

て業務を進めて欲しい。 

優秀な警察職員の採用のため、学生等対象の

就職説明会等にブースを出展してはどうか。 

人材確保が厳しい折り、もっと OB の活用を

図られてはどうか。 

女性警察官の募集に関しては経験豊かな女性

警察官を前面に出すことで、より効果が上がる

と思う。 

使命感だけで良い人材は集まらない。職員が

幸せそうであることが肝要。そのために職場の

コミュニケーション向上を。 

大規模災害対策にかかる関係機関との連携に

関して、地元企業を明記し、一層の連携を図っ

て欲しい。 
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【警察学校見学状況】    【通信指令課見学状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【会議の状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


